
静岡市障がい者共生のまちづくり計画（令和３～５年度）の評価の考え方について
（令和３年度第１回施策推進協議会意見を踏まえた様式案の修正）

R3年度第１回施策推進協議会意見 評価方法について 様式案

1 市の事業 【132事業】
【資料１－２】
（R3・R4の目標値新規追加）

2
①地域生活支援事業等の障害福祉サービス以外の事業
【37事業】

【資料１－３】
（コロナ禍の目標値新規追加）

3
②障害福祉サービス（定員あり）（⑤を除く）
【15事業】

―
（前回提示内容）＋アンケート結果

4
③障害福祉サービス（定員なし）（④を除く）
【14事業】

―
（前回提示内容）＋アンケート結果

5
④計画相談支援・障害児相談支援
【２事業】

―
（前回提示内容）＋アンケート結果

6
⑤就労継続支援Ｂ型
【１事業】

―
（前回提示内容）＋アンケート結果

法定サービス等

・コロナ禍において、当初の目標が達成できないもの、指標
が適切でないものについては、「コロナ禍における目標値」
を新たに設定し、評価を行います。
※暫定的にR3年度の目標を設定し、今後の状況次第では、Ｒ
４、Ｒ５も設定を検討します。

・コロナ禍において、単に「中止」とする以外の評
価指標の必要性

・事業所の数が十分にあるかどうかという評価だけ
でなく、サービスの質的な評価が必要。

・事業所の数が十分にあるかどうかという評価だけ
では、障害福祉人材に限りがある中で、サービス間
の不均衡が生じる可能性があり、市全体としての評
価が必要。

・評価様式の、「現状の分析及び課題」欄に、質的な課題等
を記載します。

・３年に一度実施する市民アンケートにおいて、クロス集計
により「サービスごとの満足度」を集計し、公表します。
（集計により十分なサンプルが確保できない利用者が少人数
のサービス等については、別途調査を行います。）

・「障がい福祉人材に関する事業所向けアンケート」を毎年
度実施し、各サービスの人材の過不足について把握し、結果
を公表します。

※障害福祉サービスについては、コロナ過においても継続的
にサービスを提供することが求められるため、「コロナ過の
目標値」は設定しません。

資料１－１


